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本校の教育目標「笑顔いっぱい　夢に向かう　小和森っ子」のとおり、すくす
くと成長している小和森っ子。全校児童287名、「◯こ心優しい子」「◯わわくわく
学ぶ子」「もりもりもり元気な子」「◯こ志や夢をもつ子」を目指し、家庭や地域
の皆様と連携しながら教育活動を展開しています。

12月定例会（12/2～12/20…19日間）

令和４年

［本会議］ 12月２日・20日…議案審議
12月７日・８日・９日…一般質問

［常任委員会］
12月13日　総務企画・建設経済・教育民生

平川市立小和森小学校のみなさん
令和にかがやく 平川市のたからもの

市
議
会
だ
よ
り

ひ
ら
か
わ

学校の
先生より
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議
員
昨
年
度
は
福
祉
灯
油

と
し
て
、
国
の
交
付
金
を
財

源
に
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
１
万
円
、
生
活
保
護
世
帯

に
８
千
円
を
給
付
し
た
。
現

在
、
全
国
的
に
光
熱
費
や
食

料
品
の
価
格
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
実

施
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
冬
季
の
生
活
困
窮
者
世

帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
当
市
で
は
、
独
自

の
財
源
で
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
１
世
帯
当
た
り
１
万
円
を

給
付
す
る
予
定
で
す
。

議
員
非
課
税
世
帯
と
同
様

に
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
均
等
割
世
帯
※
１

に
も
、
市
独
自
で
支
援
を
行

う
考
え
は
な
い
か
。

答
国
で
は
、
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
と
し
て
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
５
万
円
を
給
付

し
て
い
ま
す
が
、
当
市
で
は
、

そ
の
給
付
金
の
対
象
と
な
ら

な
い
均
等
割
世
帯
に
つ
い
て

も
、
１
世
帯
当
た
り
５
万
円

の
給
付
を
行
い
ま
す
。

議
員
上
水
道
の
基
本
使
用

料
金
も
減
免
で
き
な
い
か
。

答
当
市
の
上
水
道
の
経
営

体
は
２
つ
の
水
道
企
業
団
に

ま
た
が
っ
て
お
り
、
大
鰐
町

と
の
調
整
も
必
要
な
こ
と
な

ど
か
ら
、
減
免
に
つ
い
て
は

見
送
り
い
た
し
ま
す
。

原
はら
田
た
　淳

あつし
 議員

市民への経済支援

ことば
※１　均等割世帯
　　　�住民税の均等割のみ課税された方で構成されている世帯。または均等割のみ

課税された方と非課税の方で構成されている世帯。　

平川市の今とこれから

一般質問

区分 質 問 事 項 質問議員 ページ

市
の
姿
勢
・
ま
ち
づ
く
り

市職員について 原田　　淳
尾上庁舎の利活用 工藤　貴弘 P.3
人口減少と跡取り不足問題 石田　隆芳
財務書類の作成と活用 葛西　勇人 P.4
毎戸への商品券配布 工藤　竹雄 P.4
新庁舎について 工藤　竹雄
AI、RPAの活用 中畑一二美
市職員の自己啓発 中畑一二美
インボイス制度 齋藤　律子 P.6
尾上庁舎の利活用 齋藤　律子
にぎわい創出 大澤　敏彦 P.7
新庁舎の駐車場 大澤　敏彦

産
業
・
観
光

農業振興地域整備計画 工藤　貴弘
もてなしロマン館 石田　隆芳 P.3
令和４年米作り 佐藤　　保
企業誘致 大澤　敏彦

教
育
・
福
祉
・
医
療

市民への経済支援 原田　　淳 P.2
子ども医療費給付制度拡充 工藤　貴弘
スポーツ振興 佐藤　　保 P.5
第８波への対応 佐藤　　保
教員の働き方改革 山谷　洋朗
学校再編 山谷　洋朗 P.5
リトルベビーハンドブック 中畑一二美
児童等送迎車運行モデル事業 齋藤　律子

安
心・安
全

危機管理 葛西　勇人
AED 中畑一二美 P.6
平川市地域防災計画 齋藤　律子

　平川市のいろいろな課題等について、
議員が市に考えを聞くのが一般質問。
　全質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに
１項目を抜粋・要約してお知らせします。

詳細は平川市議会
会議録へ

今回は10名の議員が質問しました

続く燃料高により、引き続き市の支援が必要です。

生活に困っています
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次
の
ペ
ー
ジ
も

市
に
考
え
を
聞
く 

一
般
質
問
財
務
書
類
の
作
成
と
活
用
／
毎
戸
へ
の
商
品
券
配
布

ス
ポ
ー
ツ
振
興
／
学
校
再
編

議
員
令
和
４
年
４
月
に
尾

上
つ
ぼ
に
わ
レ
タ
ー
が
発
行

さ
れ
、
尾
上
庁
舎
の
利
活
用

に
対
す
る
市
民
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
令
和
７
年
度

に
新
し
い
利
用
形
態
で
ス

タ
ー
ト
す
る
予
定
と
し
て
い

る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
今
年
度
は
検
討
会
議
を

８
回
実
施
し
、
３
つ
の
コ
ン

セ
プ
ト
の
う
ち
「
尾
上
図
書

館
の
機
能
拡
充
」
に
つ
い
て
、

市
民
や
利
用
者
を
対
象
と
し

議
員
も
て
な
し
ロ
マ
ン
館

の
集
客
数
向
上
の
た
め
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
直
売
所
の
面
積

を
拡
大
し
、
新
た
に
生
鮮
食

品
の
販
売
な
ど
を
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
同
館
の
業
務
内
容
や
利

用
法
は
条
例
で
規
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
利
用
形
態
の
変

更
に
は
条
例
改
正
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ロ
マ
ン
館
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
実

施
中
の
平
川
市
産
業
振
興
に

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行

い
ま
し
た
。
残
り
の
「
子
ど

も
や
親
子
が
集
え
る
場
所
」

「
市
民
が
周
り
に
伝
え
た
く

な
る
魅
力
的
な
場
所
」
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
専
門
家
を

含
め
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

市
民
有
識
者
を
含
め
た
検
討

会
議
を
開
催
し
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
引
き
続

き
検
討
を
行
い
ま
す
。

議
員
尾
上
庁
舎
は
尾
上
地

域
の
中
心
に
あ
り
、
周
辺
に

係
る
基
礎
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
条
例
改
正
も
含
め
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
ロ
マ
ン
館
に
隣
接
す

る
盛
美
園
や
猿
賀
公
園
な
ど

と
一
体
化
し
た
イ
ベ
ン
ト
等

を
開
催
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
近
年
、
観
光
協
会
を
中

心
に
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
さ
ら
な
る
誘
客
促
進
の

た
め
、
市
で
は
観
光
協
会
と

協
力
し
、
当
市
の
観
光
資
源

は
盛
美
園
、
猿
賀
神
社
、
商

店
街
等
が
あ
る
。
庁
舎
の
利

活
用
に
当
た
り
、
地
域
の
事

業
者
や
施
設
等
と
の
連
携
に

よ
り
、
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ

れ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考

え
は
。

答
事
業
者
と
の
連
携
は
現

在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、

庁
舎
へ
訪
れ
た
方
が
盛
美
園

等
へ
立
ち
寄
る
な
ど
、
集
客

促
進
や
情
報
発
信
を
で
き
る

よ
う
な
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

を
生
か
す
方
法
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

議
員
平
川
市
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
猿
賀
公

園
の
見
本
庭
園
を
整
備
す
べ

き
で
は
。

答
見
本
庭
園
は
尾
上
町
造

園
協
会
が
平
成
15
年
に
整
備

し
、
こ
れ
ま
で
維
持
管
理
し

て
き
ま
し
た
が
、
当
時
の
設

置
業
者
の
廃
業
な
ど
で
維
持

が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
撤
去
す
る
予
定
で
す
。

工
く
藤
どう
貴
たか
弘
ひろ
 議員

尾上庁舎の利活用

石
いし
田
た
隆
たか
芳
よし
 議員

もてなしロマン館

ワークショップの様子「尾上図書館の未来をみんなで考
えよう」

猿賀公園、盛美園に隣接するもてなしロマン館

市民と十分な議論を集客数向上の工夫を
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一
般
質
問
一
般
質
問
の
全
文
は
平
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
平
川
市
議
会　
会
議
録
」と
検
索
す
る
か
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議
員
11
月
１
日
の
議
員
説

明
会
に
お
い
て
、
毎
戸
へ
の

商
品
券
配
布
は
実
施
し
な
い

方
針
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
方
針
は
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
決
定
し
た
の
か
。

答
物
価
高
騰
に
対
し
て
は

国
や
県
で
も
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
当
市
で
も
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
福
祉
灯

油
助
成
を
行
う
ほ
か
、
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
支
援
、
住

民
税
均
等
割
の
み
が
課
税
さ

れ
て
い
る
世
帯
へ
の
給
付
金

給
付
事
業
を
新
た
に
行
う
予

定
で
す
。
全
市
民
向
け
の
支

援
策
と
し
て
は
、
市
長
が
関

係
部
長
等
か
ら
の
提
案
を
受

け
、
生
活
支
援
と
地
域
経
済

活
性
化
を
図
る
た
め
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
す

る
こ
と
と
し
、
全
世
帯
へ
の

商
品
券
配
布
は
行
わ
な
い
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。

議
員
物
価
高
で
市
民
の
生

活
は
本
当
に
大
変
に
な
っ
て

い
る
。
市
民
生
活
を
第
一
に

考
え
、
全
世
帯
に
商
品
券
を

配
布
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
市
と
し
て
は
、
今
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
世
帯
を
中
心

と
し
な
が
ら
、
行
政
と
し
て

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
く

考
え
で
す
。
今
回
、
毎
戸
へ

の
商
品
券
配
布
は
行
い
ま
せ

ん
が
、
様
々
な
経
済
対
策
事

業
を
行
い
支
援
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

工
く
藤
どう
竹
たけ
雄
お
 議員

議
員
市
で
は
、
現
行
の
地

方
公
会
計
で
は
見
え
に
く
い

減
価
償
却
費
な
ど
の
コ
ス
ト

を
総
体
的
に
把
握
す
る
財
務

書
類
を
作
成
し
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
の
公
表
時
期
は
い

つ
に
な
る
の
か
。

答
年
度
末
ま
で
に
公
表
で

き
る
よ
う
、
作
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員
当
市
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
受
益
者
負
担
※
１

の
割
合
は
類
似
団
体
平
均
よ

り
も
低
い
。
そ
れ
ら
の
情
報

を
さ
ら
に
検
証
し
、
施
設
の

統
廃
合
な
ど
の
検
討
の
際
、

客
観
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
事
業
別
・
施

設
別
の
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

を
作
成
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
現

在
、
担
当
職
員
が
決
算
書
の
エ

ク
セ
ル
デ
ー
タ
を
基
に
手
作
業

で
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

事
業
別
・
施
設
別
に
分
け
て
作

成
す
る
た
め
に
は
、
多
大
な
経

費
と
労
力
が
必
要
で
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
、
そ
の
作
成
は
難
し

い
も
の
と
考
え
ま
す
。
施
設
の

統
廃
合
な
ど
の
際
に
は
、
そ
の

都
度
収
支
分
析
を
行
い
対
処
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

議
員
先
進
自
治
体
で
は
、

常
に
新
し
い
財
務
指
標
が
見

え
る
形
で
財
政
運
営
を
し
て

い
る
。
当
市
で
も
、
将
来
的

に
は
、
そ
の
よ
う
な
仕
組
み

を
作
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
 議員

毎戸への商品券配布 財務書類の作成と
活用

ことば
※１　受益者負担
　　　�公共施設の整備や利用、行政サービスの提供などの利益を受けるために、利用者が

負担するコストのこと。�　

物価高で市民の生活は苦しくなっています。

平川市議会
会議録

財政基盤を
　　強化するために本当に配布しないのか

平川市公共施設等総合管理計画（令和４年３月一部改訂）
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次
の
ペ
ー
ジ
も

一
般
質
問
／
副
議
長
選
挙

Ａ
Ｅ
Ｄ
／
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
ぎ
わ
い
創
出
／
副
議
長
選
挙

議
員
６
月
議
会
で
、
た
け

の
こ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
復
活

に
つ
い
て
は
、
平
川
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
等
に
運
営
を
委

託
し
て
行
う
こ
と
に
つ
い
て

協
議
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
進
展
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
た
け
の
こ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
つ
い
て
、
平
川
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
へ
開
催
を
検
討
し
て

い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集

議
員
学
校
適
性
配
置
計
画

と
学
校
再
編
計
画
策
定
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

答
学
校
適
正
配
置
計
画
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
学
校

再
編
検
討
委
員
会
や
全
市
民

対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

意
見
交
換
会
な
ど
の
開
催
や
、

保
護
者
や
地
域
住
民
と
の
懇

談
や
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
意

見
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て
は

現
在
の
と
こ
ろ
、
意
見
交
換

め
る
こ
と
が
難
し
く
、
有
償

に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
約
２
千
３
百
万
円
の
市

補
助
金
が
必
要
と
の
収
支
予

算
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
市
と
し
て
は
、

補
助
金
額
が
高
額
で
あ
る
こ

と
や
、
人
員
の
確
保
な
ど
課

題
が
多
い
も
の
と
判
断
し
、

地
域
か
ら
な
る
実
行
委
員
会

が
開
催
を
断
念
し
た
こ
と
な

ど
も
踏
ま
え
、
た
け
の
こ
マ

会
等
へ
の
参
加
者
が
少
な
く
、

広
く
市
民
の
声
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
当
初
１
月
に
計

画
を
策
定
す
る
と
し
て
い
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直
し
し
、

令
和
５
年
度
内
に
策
定
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

議
員
小
規
模
校
に
は
デ
メ

リ
ッ
ト
も
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、
当
市
で
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
小
規
模
校
に
お
け
る
デ

ラ
ソ
ン
大
会
の
復
活
は
難
し

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
費
用
面
で
の
問
題
を

積
み
上
げ
て
イ
ベ
ン
ト
を
行

わ
な
い
決
定
を
す
る
の
は
拙

速
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

た
け
の
こ
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う

に
全
国
か
ら
人
が
集
ま
る
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
地
元
や

子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
と
考
え
る
た
め
、

今
後
も
開
催
の
可
否
を
検
討

し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

メ
リ
ッ
ト
に
は
、
児
童
生
徒

の
切
磋
琢
磨
が
少
な
い
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

他
校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

や
縦
割
り
班
活
動
の
充
実
な

ど
、
各
校
が
工
夫
を
凝
ら
し

て
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
学
校
の
再
編
に
つ
い

て
は
、
該
当
校
に
関
係
す
る
、

お
ら
ほ
の
学
校
と
い
う
強
い

思
い
を
持
っ
た
方
々
の
心
情

を
十
分
に
酌
み
取
っ
て
、
前

に
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
 議員

スポーツ振興

山
やま
谷
や
洋
ひろ
朗
あき
 議員

学校再編

かつてのたけのこマラソン大会の様子市内小学校の授業の状況

たけのこマラソン大会
の復活は

地域住民の心情を
　　　酌み取った計画を
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議
員
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
※
１

の
導
入
が
市
に
与
え
る
影
響

と
そ
れ
に
対
す
る
対
応
は
。

答
制
度
導
入
後
は
、
公
共

施
設
の
使
用
料
や
請
求
書
等

に
消
費
税
額
の
内
訳
や
税
務

署
の
登
録
番
号
等
を
記
載
す

る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

市
職
員
向
け
に
研
修
会
を
実

施
し
、
制
度
の
理
解
を
深
め

て
い
ま
す
。

議
員
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
関
わ
る
当
制
度
の
問

題
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
所
属
し
作
業
に
従
事
す
る

会
員
は
免
税
事
業
者
で
あ
り
、

今
後
も
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事

業
者
の
登
録
を
行
わ
な
い
見

込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従

来
の
契
約
の
形
態
で
は
仕
入

税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
ず
、

セ
ン
タ
ー
側
の
負
担
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
、
国
に
お
い
て
、
発

注
者
と
会
員
が
直
接
契
約
を

結
ぶ
こ
と
で
、
セ
ン
タ
ー
側

に
新
た
な
負
担
が
発
生
し
な

い
仕
組
み
を
検
討
中
と
の
こ

と
で
す
。

議
員
今
後
の
市
の
事
業
契

約
に
お
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス

発
行
事
業
者
の
登
録
を
行
わ

な
い
免
税
事
業
者
の
扱
い
は

ど
う
な
る
の
か
。

答
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
の
可

否
を
条
件
と
し
て
入
札
参
加

資
格
を
制
限
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
 議員

議
員
市
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
状
況
と
使
用
状
況
は
。

答
市
が
契
約
し
設
置
し
て

い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
合
計
46
か
所
、

自
己
所
有
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し

出
し
し
て
い
た
だ
け
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
連
携
事
業
所
は
12
か
所
あ

り
、
過
去
に
本
庁
舎
で
一
度

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
と
も
に
三

角
巾
を
配
備
す
る
考
え
は
。

答
三
角
巾
は
様
々
な
用
途

で
使
う
こ
と
が
で
き
、
応
急

手
当
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
も
、

配
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
市
民
向
け
の
救
急
救

命
講
習
等
の
実
施
状
況
は
。

答
市
と
し
て
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
弘
前
地
区
消

防
事
務
組
合
の
各
消
防
署
で
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
を
含
め
た
救
命

講
習
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

議
員
学
校
の
教
員
の
救
命

講
習
の
実
施
状
況
は
。

答
毎
年
か
ら
数
年
に
一
度
、

救
急
救
命
講
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
健
体
育

で
実
施
し
て
い
る
救
急
救
命

講
習
に
教
職
員
も
参
加
す
る

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
て
い
ま
す
。

議
員
設
置
場
所
の
周
知
は
。

答
防
災
マ
ッ
プ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
設
置
し
た
場
所
は
、

広
報
誌
等
で
改
め
て
周
知
し

て
い
き
ま
す
。

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
 議員

インボイス制度 ＡＥＤ

ことば
※１　インボイス制度
　　　�インボイス（適格請求書）とは、税務署の登録番号や正確な税額等が記された請求書のこと。インボイス制度では、売手

側は買手側の求めに応じてインボイスを交付し、買手側はそのインボイスを保存することで仕入れ税額控除が受けられる
ことになる。ただし、インボイスを発行できるのは発行事業者の登録を受けた課税事業者のみとなっている。�

現状の仕組みではシルバー人材センターの負担が大きく
増えることが予想されます。

万が一の場合に備えを市の対応や問題の把握は

本庁舎ではエレベーター前に設置しています。

一
般
質
問
本
会
議
は
中
継
の
ほ
か
録
画
配
信
を
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
視
聴
で
き
ま
す
。

平川市議会
YouTubeチャンネル
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次
の
ペ
ー
ジ
は

議
員
研
修
所
管
事
務
調
査
報
告
議
員
研
修・所
管
事
務
調
査
報
告

審
議
議
案
と
そ
の
結
果

議
員
新
庁
舎
・
中
央
公
園

を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
の
に

ぎ
わ
い
創
出
の
構
想
は
。

答
中
央
公
園
一
帯
の
活
性

化
に
つ
い
て
は
現
在
、
産
業

振
興
に
関
す
る
基
礎
調
査
に

お
い
て
現
状
と
課
題
の
洗
い

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
有
効

な
手
法
を
検
討
し
ま
す
。

議
員
尾
上
庁
舎
の
利
活
用

は
図
書
館
が
メ
イ
ン
と
聞
い

て
い
る
が
、
そ
の
規
模
や
配

置
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

答
庁
舎
内
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
で
決
定
さ
れ
た
事
業
者
か

ら
の
提
案
に
よ
り
協
議
し
ま

す
が
、
支
所
機
能
や
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
部
分
に
つ
い
て

も
部
屋
数
等
を
削
減
し
な
い

方
向
で
検
討
中
で
す
。

議
員
当
市
ゆ
か
り
の
芸
術

家
を
知
っ
て
も
ら
い
、
に
ぎ

わ
い
の
場
所
を
作
る
た
め
、

尾
上
庁
舎
に
専
門
の
展
示
会

場
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
展
示
会
に
限
ら
な
い
汎

用
性
の
あ
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
設
置
を
希

望
す
る
ご
意
見
も
あ
り
、
今

後
検
討
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
現
在
、
ロ
マ
ン
館

な
ど
に
も
展
示
会
の
開
催
が

可
能
な
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り
ま

す
が
、
展
示
会
の
開
催
場
所

と
し
て
ど
の
よ
う
な
条
件
や

設
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
、
調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
おお
澤
さわ
敏
とし
彦
ひこ
 議員

にぎわい創出

　

こ
の
た
び
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
職
責
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
物
価
の
高
止
ま
り
に
よ
る
暮
ら
し
の
不
安
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
健
康
不
安
、
さ
ら
に
は

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
等
、
重
要
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
り
、

市
民
の
声
を
代
弁
し
、
誰
も
が
明
日
へ
の
希
望
と

誇
り
の
持
て
る
、
平
川
市
を
創
る
た
め
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　令和４年第４回定例会の最終日となる12
月20日、大澤敏彦副議長から、一身上の都
合により議員を辞職したい旨の辞職願が提出
され、同日付で辞職が許可されました。
　それに伴い、副議長選挙が実施され、選挙
の結果、長内秀樹議員が新副議長に当選され
ました。

　令和５年２月８日、工藤貴弘議員から、
一身上の都合により議員を辞職したい旨の
辞職願が提出され、同日付で議長より辞職
が許可されました。

副議長選挙

新副議長に選ばれた 長内秀樹 議員

議員異動
令和４年８月に平川市文化センターで開催した作品展

新本庁舎・中央公園一帯
の開発の構想は
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 参加委員 
　原田　淳委員長、佐藤　保副委員長、
　山谷洋朗委員、中畑一二美委員、
　齋藤律子委員

 オブザーバー 
　桑田公憲議長、長内秀樹副議長

 調査内容�
　１月６日、10日、11日の３日間で市内の全
小・中学校を訪問し、所管事務調査を実施し
ました。学校経営方針や学校の施設状況、各
校が抱える問題について各校から説明を受け、
校内を調査しました。その他コロナ対策やヤ
ングケアラー、いじめ、ＩＣＴ機器の活用方
法などの現状を把握し、平川市の未来を切り
拓く子どもたちの育成施策の推進に参考とな
る調査となりました。

 参加委員 
　佐藤　保委員長、葛西勇人副委員長、
　山谷洋朗委員、中畑一二美委員、
　工藤貴弘委員、長内秀樹委員

 オブザーバー 
　桑田公憲議長

 調査内容�
　１月19日に平川市議会議場において、Ｚ
ｏｏｍによるオンライン研修を実施しました。
八戸市議会事務局職員から、八戸市議会ＢＣ
Ｐ（事業継続計画）における会議設置や構成
員についてや、具体的な支援内容についてな
どの説明を受け、質疑応答により、内容の疑
問点を把握しました。今後の平川市議会にお
ける災害対応や危機管理体制の計画策定のた
め、参考となる研修となりました。

議
員
研
修
・
所
管
事
務
調
査 

報
告

所管事務調査
市内全小・中学校調査�
� 教育民生常任委員会

所管事務調査
八戸市議会BCPについて�
� 議会改革特別委員会

廃校利活用対策、学校教育改革プラン、わがまちの
財政分析と予算審議への活用
●参加議員／中畑一二美議員

議員研修に行ってきました

　１月22日から25日にかけて、茨城
県と東京都で実施しました。
　石岡市の廃校利活用対策について
は、各種体験施設としてリノベーショ
ンした事業の取組を研修しました。
　守谷市の学校教育改革プランについ
ては、改革を進める上では「意識を変

えること」と「形を変えること」が重
要であることを研修しました。
　株式会社地方議会総合研究所のわが
まちの財政分析と予算審議への活用に
ついては、地方財政に何が求められて
いるのか、問題意識を持つ必要がある
ことを研修しました。

先
進
地
事
例
を
学
ぶ
た
め
に
行
っ
た
視
察
研
修

や
委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
の
調
査
の
内
容
を

報
告
し
ま
す
。

茨城県石岡市、守谷市、㈱地方議会総合研究所（東京都豊島区）

大坊小学校視察状況 オンライン研修開催の様子竹館小学校内の施設説明 平川市議会議場内で開催しました

茨城県守谷市「学校教育改革プラン」 ㈱地方議会総合研究所セミナー 8ひらかわ市議会だより 第69号



次
の
ペ
ー
ジ
は

議
会
あ
れ
こ
れ

議
長
が
行
く
！
／
電
子
表
決
シ
ス
テ
ム
導
入
！

全会一致で可決・認定・同意された議案等 結 果
条例の制定
平川市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例案 可決
条例の一部改正
平川市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例案 可決
平川市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例案 可決
平川市食産業振興センター条例の一部を改正する条例案 可決
令和４年度補正予算
一般会計（２件） 可決
国民健康保険特別会計 可決
介護保険特別会計 可決
後期高齢者医療特別会計 可決
国民健康保険診療施設事業診療所特別会計 可決
学校給食センター特別会計 可決
尾上地区住宅団地温泉事業特別会計 可決
水道事業会計 可決
下水道事業会計（２件） 可決
尾崎財産区一般会計 可決
その他
平川市議会会議規則の一部を改正する規則案 可決
議員の派遣について 可決
市有財産の減額貸付けについて 可決
市有財産の無償貸付けについて 可決
市道路線の認定について 可決

令 和 ４ 年 12 月 定 例 会
審議議案とその結果（抜粋）

賛否が分かれた議案等

葛
西
　
勇
人

山
谷
　
洋
朗

中
畑
一
二
美

石
田
　
隆
芳

工
藤
　
貴
弘

工
藤
　
秀
一

福
士
　
　
稔

長
内
　
秀
樹

佐
藤
　
　
保

山
田
　
忠
利

大
澤
　
敏
彦

原
田
　
　
淳

桑
田
　
公
憲

齋
藤
　
　
剛

工
藤
　
竹
雄

齋
藤
　
律
子

結
　
　
果

条例の一部改正
平川市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● 可決

○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　－：採決に加わらなかったもの
議長（桑田公憲）は採決に加わっていません

平川市議会会議録

各議案の詳細はこちら桑田公憲議長
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請願・陳情は平日の
午後５時までにご提出願います。平川市議会広報特別委員会

委 員 長　山　谷　洋　朗
副委員長　工　藤　秀　一
委　　員　石　田　隆　芳
　　　　　山　田　忠　利
　　　　　原　田　　　淳

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-55-5792
（事務局直通）

提出方法はこちらから▶

令和５年 第２回定例会は
6月2日からの予定
開会は10時です
傍聴席の定員は33名

傍聴から　
　　はじめませんか

どなたでも傍聴できます
市本庁舎４階へお越しください

議 会 あ れ こ れ

　２月２日、当市において、津軽南市町村議会連絡協議会の第２回定期総会が開催されました。この協議
会は津軽南地域の５市町村（黒石市、平川市、藤崎町、大鰐町、田舎館村）の議会の正副議長で構成され、
各議会の連絡協調を図ることで、関係当局に対する陳情や
地方自治進展のための調査研究を行うことを目的としてい
るものです。
　また、県議会議員との懇談会では津軽南地域の市町村か
ら選出されている４名の県議会議員の方々にご出席いただ
き、西十和田トンネル（仮称）の早期建設についての要望
書の提出や、昨今の大雨被害に対応するための河床整備に
ついてなどの意見交換を行いました。

　10月に開庁した新庁舎内の新たな議場には、議案等に対する賛否を、議席のボタンを押すことによっ
て表明できる「電子表決システム」を導入しています。
　これにより、議員の賛否状況を明確に記録することができるようになったほか、傍聴者や視聴者の皆様
にも分かりやすく賛否の状況を公開できるようにな
りました。
　電子表決の様子は
平川市議会のユー
チューブでも確認で
きますので、ぜひご
覧になってみてくだ
さい。

議長が行く！

電子表決システム導入！

編集後記
　１月８日、平川市二十歳の成人式に参列し、

数年ぶりに再会した教え子達の晴れ姿を間近で

見ることができて、とても感動いたしました。

堂々とした態度で人生の大きな節目を迎えた皆

さんの前途に幸多かれこと、心からお祈りいた

しております。そして、来年度こそはマスク着

用等の制限のない式典であってほしいと切に

願っております。� （山谷洋朗）

津軽南市町村議会連絡協議会第２回定期総会・県議会議員との懇談会

県議会議員との懇談会の様子

投票中の画面。ボタンを押すと、モニターにリアルタイムで結果
が表示されます。黄色はまだボタンを押していない状態です。

議席のボタン。白が賛成、青が反対の
ボタンです。
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